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諸 言

視床枕が頭頂および側頭後頭皮質 に広 く投射する

ことは以前から知 られており,ま たこれらの連合皮

質の発育が視床枕の発育と哺乳類の進化過程におい

て平行関係を有することも先人によってすでに指摘

されたところである.ネ コの視床枕 の皮質 投射

は逆行性変性によってWallerとBarris, 1937;

 Akimoto et al., 1950ら によって研究され, Nauta

法およびその変法によってCluverとCampos-

Ortega, 1969; Heath, 1970; Graybiel, 1970, 

1972, 1973; HeathとJones, 1971; Burrows

とHayhow, 1971に よって追求 された.し かしこれら

の研究にはかなりの意見の相違 があり,ま たネコの

視床枕の皮質投射と霊長類のそれとの比較が非常に

困難である.これに関連 して,ネ コと霊長類の視床枕

の相同について考慮することがきわめて重要である.

従来ネコの視床枕は単一の核 と考えられ(Rioch,

 1929),こ れに反 し霊長類の視床枕は発育がよく,

さらに内側,外 側および下枕核によって構成される

と言われて来た.最 近NiimiとKuwahara (1973)

はネコの背側視床を比較細胞構築学的に研究し,ネ

コの視床枕 も霊長類におけると同様に内側,外 側お

よび下枕核からなり,ネ コにおけるRiochの 視床

枕は霊長類における外側枕核に,外 側核後部は内側

枕核に,後 核は下枕核に相当することを明 らかにし

た.

この研究はNiimiとKuwahara (1973)の ネコ

における視床枕分類を基礎 として,視 床枕核群,す

なわち内側,外 側および下枕核ならびに膝上核の皮

質投射をNauta-Gygax法(1954)に よ って研究 し,

特にこれらの核の皮質投射の局在性 と投射様式の解

明に重点を置いた.

材料 と方法

この研究 には73匹 の成熟したネコを用い,視床枕核

群 を定位的脳固定装置(脳 研式)を 用いてNembutal

またはKetalar(三 共)麻 酔の もとで電気的に破壊

した.こ の論文ではこれ らの諸例のうち,傷 が視床

枕核群の諸核に比較的限局した17例 について記載 し

た.多 くの例では電極を反対側(右 側)の 大脳半球

を通って前頭面で斜めに挿入し(20°～45°),左 側 の

枕核群 を破壊したが,一 部の例(Cats 13, 16)で

は電極を同側(左 側)の 大脳半球 を通って垂直に挿

入した.

これ らの動物は手術後7日 生存ののち,過 量の

Nembutalに よって麻酔 し,ま ず生理的食塩水で頚

動脈を通 じて灌流 し,さ らに10%中 性 フォルマリン

液で灌流 して殺 した.つ いで頭蓋腔から脳 を摘出し,

10%中 性 フォルマリン液で固定 した.一 週間固定の

のち,こ れを3つ の横断粗大ブロックに切断 し,10

%中 性 フォルマリン液で再固定 した.さ らに1か 月

間固定後,厚 さ40μ の横断氷結連続切片を作 り,4

枚お きにNauta-Gygax (1954)の 変性軸索鍍銀法

で染色 した.大 部分の例では鍍銀 した切片の5枚 に

1枚 をKawamura-Niimi法(1972)に よ って,さ

らにクレシール ・バイオレットで後染色 した.枕 核

群の傷を含む他の一連の切片はクレシール ・バイオ

レットで染色 し,枕 核群における傷の位置と大きさ

を決定するのに用いた.ま た傷の矢状方面の拡が り

はグラフ式複製法で画いた.電 極針の全経路は組織

的に検査 し,傷 の背側視床における広が りはNiimi

およびKuwahara (1973)の 研 究を参考にして決定

した.
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皮質投射の検索には6枚 に1枚 の鍍銀標本を万能

投影器(日 本光学)で5倍 に拡大 し,各 切片の像を

ケント紙にとり,そ の上に皮質における変性終末 を

顕微鏡 を用いて記入 し,変 性の程度によって軽度,

中等度,強 度の3段 階に分かった.一 方外側面皮質

の溝を含 む輪廓図は外側から撮った写真か ら,内 側

面皮質の図は鍍銀切片から複製法によって作った.

これ らの図の上にそれぞれの高さに相当した切片の

変性を記入 して皮質投影図を作った.

なお視床枕核群の定位的手術のための図譜 として

はJasperとAjmone-Marsan (1954)の それを

用いたが,視 床核の分類,命 名に関 してはNiimiと

Kuwahara (1973)の 細胞構築学的研究に従った.

第1図　 Cat 70に おける視床枕核群の傷(A, B)と 皮質変性(D)を 示 す.こ の図ではC図 を欠 くが,こ

の図および以下のすべての図においては一般に傷(黒)は3つ の横断面(A)な らびに枕核群の矢状方向への

投影図に記入されている(B). Bで は実線が視床枕核群,点 線が背側外側膝状体を表わし,左 が前方に,右

が後方に相当する.皮 質変性は大脳皮質の表面に投射 された もの(D)と, Dに 記 入された高 さにおける横断

面に書 き入れられた図(C)で 示 される. Dで は強い変性は黒で,中 等度の変性は斜線で,弱 い変性は点々で

示 されている.

所 見

Cat 70 (第1図)

この例の傷は左側の内側枕核の前後径の中央部に

あり,横 断面ではその腹側部にあり,腹 外側方に延

びて,膝 上核を一部傷つけている.こ の電極針は反

対側か ら斜めに挿入 され(25°),途 中で右側の脳梁

を傷つけている.

傷の前端部か ら出た変性線維の一部は腹内側方に

走 り,髄 板内核に分布 し,さ らに腹側方に向かうが,

傷 から出た線維の大部分は多少前方に走 りつつ,外

側方に向かい,外 側膝状体の背側を通って,ま たは

それを通過して内包に入 り,側 頭葉に向か う.なお,

途 中で内側枕核の内部,外 側枕核,膝 上核などに線

維を送っている.

強 い皮質変性は中Sylvius上 溝の両堤および底

にあり,一 部はこの溝の唇部にも拡が り,後 方は中

Sylvius上 溝の後端部に及んでいる.他 の一つの強

い変性域は前Sylvius回 の背側部に見られる.中

等度の変性はこれ らの強い変性域のまわ りにあり,

また外側溝の両堤および底に認められる.疎 な変性

は以上の著明な変性のまわりおよびそれ らの間に見

られ,一 部は後Sylvius上 回 の背側部にも延 び,

また後Sylvius上 溝 の後堤にも拡がる.

この例では脳梁が傷害 され,皮 質変性が一般 に強

く,広 範囲に拡がるが,強 い変性の少なくとも大部
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分は内側枕核および膝上核の傷害によるものと思わ

れる.

Cat 25 (第2図)

第2図　 Cat 25に おける視床枕核群における傷(A, B)と それによって起こった皮質変性(C, D)を 示 す.

第3図　 Cat 59に おける視床枕核群における傷(A, B)と それによって起こった皮質変性(C, D)を 示す.

傷は左側の内側枕核の後2/3に見られ,前 方の断面



462　 門 田 正 枝

では内側枕核の腹内側部,中 央部の断面ではそのほ

ぼ中央部,後 部の断面では内側枕核の背内側部に限

局 している.電 極は右側の大脳半球を斜めに貫ぬき

(27°),左 側 の内側枕核に達 している.他 の視床核

は傷ついていない.ま た脳梁は傷害 されていないが,

海馬は電極通過のため多少 とも破壊 されている.

皮質における変性線維の分布を見ると,最 も強い

変性は中Sylvius上 溝 の後部の下堤およびそれに

続 くSylvius外 回の背側端部に認められ,さ らに

中等度の変性は中Sylvius上 溝 の底,お よび強い

変性の見られる皮質部の周辺部ならびに後Sylvius

上溝の後堤に見 られる.特 にその腹側端部では変性

はやや後方に拡がっている.散 在性の変性は中等

度ないし強い変性域の周囲 に認められ るが,特 に

後Sylvius上 回に拡がる.な お散在性の変性は前

Sylvius回 の最後背側部にも見 られる.こ の変性域

は前Sylvius外 溝 の後堤まで強 く延びている.

Cat 59 (第3図)

この例における傷はCat 25と 同様に左側内側枕

核の後部にあり,横 断面ではほぼその核の中央にあ

る.電 極の方向は25°で,脳 梁はわずかに傷害 されて

いる.海 馬 も両側 とも電極の通過によって多少傷害

されている.他 の視床核には傷は及んでいない.

皮質における変性線維の分布は原則的にはCat 25

と同様である.強 い変性域は中Sylvius上 溝の後

端部の外側堤にあ り,一 部はこの溝の底に拡が り,

また後Sylvius外 回の背側端にも及ぶ.中 等度の

変性は強い変性域の周囲,こ とに後Sylvius外 回

の背側端部および中Sylvius上 溝 の上堤に認めら

れ,ま た後Sylvius上 溝の後堤およびその腹側部

に近接 した後Sylvius上 回の一部に見られる.散

在性の変性は後Sylvius外 回の背側端部における

著明な変性域の腹側および中および後Sylvius上

回の一部に見られ,さ らにごく一部は外側回の皮質

にも拡がる.ま たCat 25と 同様に前Sylvius回 の

最後背側部に軽い変性域が見られる.

Cat 16 (第4図)

傷 は左側の内側枕核の後部にあり,横 断面ではこ

の核の背外側部にあり,比 較的限局性であるが,そ

の後端は一部外側枕核に延びている.電 極針は同側

の大脳半球を垂直に貫 き脳梁を通って内側枕核に入

る.

第4図　 Cat 16に おける視床枕核群における傷(A, B)と それによって起こった皮質変性(C, D)を 示 す.

強 い変性は後Sylvius外 回の後背側端部 にあ り,

この変性は中Sylvius上 溝 の後部の両堤および底

からそれに近い中Sylvius上 回 の後端部に及んで

いる.こ の変性域はさらに後Sylvius上 回の前部

か ら腹側方に延びるが,後Sylvius上 溝の後堤に

止まり,前 堤には及ばない.中 等度ないし散在性の
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変性は強い変性域の前方,背 側および後方に拡がる.

なお電極針の皮質通過部にはやや強い変性が見られ,

その周辺ならびにそれに近接 した中Sylvius上 回

の部分ならびにその腹側 における中Sylvius上 溝

の前部の両堤および底に散在性の変性が認められる.

この例 における強い変性域の変性の大部分はおそら

第5図　 Cat 22に お ける視床枕核群における傷(A, B)と それによって起 こった皮質変性(C, D)を 示す.

第6図　 Cat 42に お ける視床枕核群における傷(A, B)と それによって起 こった皮質変性(C, D)を 示す.
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く内側枕核の傷 に起因するものと思われるが,そ の

他の変性は電極針の皮質 と白質の通過および脳梁の

通過による影響 と考 えられる.

Cat 22 (第5図)

この例の傷は内側枕核の後部にあり,横 断面では

内側枕核の内側部に位置 し,比 較的小 さい.電 極針

は反対側から斜めに挿入され(25°),脳 梁 は障害 さ

れていない.ま た傷の他の視床核への波及はない.

著明な皮質変性は後Sylvius外 回の前部の背側

端部 に比較的限局性 に見 られる.こ の変性域は中

Sylvius上 溝 の下堤から底に達 しているが,上 堤に

はごく散在性の変性線維が認められるのみである.

なお軽い変性は著明な変性域の周囲に見 られ,特 に

後Sylvius外 回の背側部および後Sylvius上 溝

の後堤にある.

Cat 42 (第6図)

この例の傷は内側枕核の後端部にあり,横 断面で

はその核のほぼ中央にあるが,多 少内側ないし腹内

側にかたよっている.こ の例において も前の例 と同

様に脳梁および他の視床核の損傷はない.電 極の刺

入角度は30°である.皮 質変性はCat 22と 原則的に

同様である.し かし著明な変性は多少それよりも前

方に認められる.す なわち強い変性は中Sylvius外

回 と後Sylvius外 回の境界部の背側端部にあり,

その周辺に中等度の変性域が認められる.そ れに接

した中Sylvius上 溝 の下堤にはやや強い変性が見

られるが,底 では変性線維が少なく,上 堤では一部

散在性の変性線維が認められるのみである.

Cat 72 (第7図)

傷 はかなり小 さく,左 側の外側枕核の前端部にあ

り,横 断面ではその核の中央ないし腹側部にあり,

前 方は一部後外側核に及んでいるが,下 枕核,膝 上

核には波及していない.電 極針は斜めに内側枕核を

貫いている(25°).

第7図　 Cat 72に おける視床枕核群における傷(A, B)と それによって起こった皮質変性(C, D)を 示 す.

傷 から出た変性線維の一部は周囲に放散 し,他 の

枕核群,こ とに内側枕核に入るが,大 部分は外側膝

状体前部の背側を通って外側方に進み,内包に入る.

皮質変性は比較的軽微で,主 な変性は中Sylvius上

回の前端部の冠部に見 られるが,後 方に行 くに従っ

てしだいに外側溝および中Sylvius上 溝 のまわりの

皮質に延 びるようになり,冠 部では変性線維が少な

くなる.外 側溝のまわりの皮質では変性は大部分そ

の溝の外側の唇部および堤部に限局 し,底 では少な

くな り,内側堤(分 野19)で は少数の変性線維が認め

られる.し かしこれ らの変性 も後交連より後方の高

さではほとんど認められなくなる.一 方中Sylvius
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上溝のまわりの皮質ではこの溝の内側および外側の

唇部および堤部ならびに底に見られるが,後 交連よ

り後方の高 さでは中Sylvius上 溝 の上唇 と上堤で

は変性線維は認められなくな り,も っぱら下堤とそ

れに続 く唇部に限局するようになり,こ の変性は中

Sylvius上 溝 のほとんど後端部まで拡がっている.

また散在性の変性は後Sylvius上 回の後堤に拡が

り,その溝の下端部まで及んでいる.中Sylvius上

溝 の下堤 と下唇および後Sylvius上 溝の後堤にお

ける変性はおそらく電極針の内側枕核通過によるも

のと思われる.な お散在性の変性 は後外側 回と後

Sylvius上 回 との融合部に拡がっている.こ の部の

変性ならびに中Sylvius上 回の冠部,外 側溝の両

堤および中Sylvius上 溝の上堤の変性は外側枕核

の傷に起因するものと思われる.

内側面皮質では膨大溝の前部のまわりの皮質に軽

い変性が見られる.変 性線維はこの溝の底 と上下の

両堤に認められるが,唇 部には及ばない.こ の溝の

前端部ではその上堤に変性線維が比較的多いが,後

方に行くに従って底および下堤に変性線維がやや増

加し,ほ とんど上堤と同じ程度の,次 いでやや多い

変性を示すようになる.こ こで注目すべきことは常

に溝の底,す なわち分野19に 変性が認められること

である.

Cat 13 (第8図)

この例における傷は左側の外側枕核の前部から中

央部にかけてあり, Cat 72の 傷 よりわずか後方にあ

り,そ れよ りもかなり大 きいが,前 方は後外側核に

波及 していない.傷 の最 も大きい断面では内側枕核

にわずかに波及 している.電 極針は同側の大脳半球

に垂直に挿入 され,脳 梁を通って背外側核の後端部

を貫いて外側枕核に達している.

著明な皮質変性は中Sylvius上 回の冠部にあり,

一部は後外側回と後Sylvius上 回の融合部に見 ら

れる.軽 い変性はこれらの変性域の間および周囲に

認められる.な お外側回前部の電極針挿入部のまわ

りの皮質には変性線維が見られる.な お中Sylvius

上回 の変性は中Sylvius上 溝 の上堤および底 に変

性が拡がるが,下 堤にはほとんど見 られない.し か

しこの溝の前端部の下堤には変性線維が散在する.

なおこの例で も前Sylvius回 の後背側部に散在性

の変性線維の分布が見られる.

第8図　 Cat 13に おける視床枕核群 における傷(A, B)と それによって起 こった皮質変性(D)を 示す.

内側面皮質においては変性はCat 72と 同様に膨

大溝の両堤および底に見られるが,こ の例 ではCat

 72よ りも後方に認められる.ま たこの変性域に続い

て背側方に膨大回に拡が り,一 部は膨大上回に及ん
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でいる.し か しこの変性は電極針が同側の大脳半球

を垂直に通ったためであろうと思われる.

Cat 18 (第9図)

この例における傷は左側の外側枕核の前後径の中

央部にあり,横 断面ではその核の背側部に限局 して

いる.電 極針は斜めに反対側から挿入 され(25°),

脳梁 を通過し,さ らに海馬と脳弓を傷害 している.

第9図　 Cat 18に おける視床枕核群における傷(A, B)と それによって起 こった皮質変性(C, D)を 示す.

第10図　 Cat 56に お ける視床枕核群における傷(A, B)と それによって起こった皮質変性(D)を 示す.

皮質変性の分布 はCat 13と ほとんど同様である.
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すなわち中Sylvius上 回 および後外側回と後Syl

vius上 回の融合部に強い変性域が見 られるが,両 変

性域の間の皮質部にはかなり多くの変性線維が見 ら

れる.し かしこの部位における後外側回の前堤には

変性線維は多くはない.な お中Sylvius外 回の背

側端部およびそれに続 く中Sylvius上 溝の両堤と

底には散在性の変性が認められる.ま た後Sylvius

上溝の後堤に も散在性の変性が認められる.前Syl

vius回 には変性が見 られない.

この例における内側面皮質の変性はほぼCat 13

のそれと一致する.し かしこの例においてはやや強

い変性が帯状回の後部から膨大後野,さ らに海馬台

後野に及んでいる.軽 い変性はこの変性域より前方

および後方に拡がり,前方は帯状回の中央部に及んで

いる.な お内側面の大部分の領域では変性がArea

 19に及んでいる.内 側面の変性域の後端は外側面の

変性域のそれと続く.

Cat 56 (第10図)

この例の傷は比較的大 きく,特 に前後に延 び,左

側の外側枕核の前部から後端部に拡がっている.横

断面では傷はその核の腹側部にあるが,そ の中央部

ないし後部の高 さでは内側方および腹外側方に延び,

それぞれ内側枕核および下枕核に波及している.電

極針は反対側から斜めに挿入 され(22°),脳 梁 を避

け,内 側枕核を貫いて外側枕核に入る.

著明な皮質変性は主として中Sylvius上 回,こ

とにその峰の部分から外側部にかけて見 られ,さ ら

に中Sylvius上 溝の上堤に及ぶが,そ の底および

下堤では変性が弱い.な お中Sylvius上 回 におけ

るこの著明な変性域の前方,内 側方および後方にも

疎な変性が拡がり,特に後方には後Sylvius上 回の

大部分に及び,さ らに後外側回と後Sylvius上 回 と

の融合部に拡がる.ま た散在性の変性は後Sylvius

上溝 の後堤に見られる.な お外側溝の後部の内側堤

(分野19)に はやや弱い変性が見られ,そ の内側に

続 く外側回の冠部,す なわち分野18に もごく軽い変

性が認められる.こ れらの変性はおそらく下枕核へ

の傷の波及によるものと思われる.

内側面皮質では変性は軽 く,膨 大溝の中央部の上

堤に変性線維がやや多く見 られ,底(分 野19)で は

少ない.膨 大溝の後部では変性は上堤のみならず下

堤およびそれに続いた帯状回の皮質に軽い変性を認

める.

Cat 71 (第11図)

第11図　 Cat 71に おける視床枕核群 における傷(A, B)と それによって起 こった皮質変性(C, D)を 示す.

この例では傷は左側の外側枕核の前後径の中央部

にあり,横 断面ではその核の腹側端部にあり,腹 側
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方は下枕核に波及している.電 極針は反対側の大脳

半球 を斜めに貫き(28°),内 側枕核を通過 して外側

枕核に達する.脳 梁はわずかに傷害 されている.

外側面皮質では中Sylvius上 回の外側部にやや

強い変性が見られる.こ の変性は中Sylvius上 溝

の上堤およびさらに底から下堤に拡がる.溝 の底お

よび下堤では変性線維はやや少なくなり,さ らに中

Sylvius外 回の背側端部に及んでいる.こ の変性域

か ら変性が前方および一部後方に拡がり,し だいに

散在性となる.前 方では変性は中Sylvius上 溝前

端部まで達し,後方では変性はしだいにSylvius上

溝の上堤に見られなくなり,下 堤および後Sylvius

外回の後背側部 に拡がるようになる.また後Sylvius

上溝の後堤には少量の変性線維が認められる.な お

後外側回と後Sylvius上 回の融合部の皮質に散在

性の変性が見られる.ま た外側溝の後部の内側堤(分

野19)お よびそれに接した外側回の冠部(分 野18)

に も変性が認め られる.

内側面皮質では膨大溝の後部の上下の両堤および

底に散在性の変性が認められるが,上 堤に変性が比

較的に多い.

Cat 49 (第12図)

この例 における傷は左側の下枕核の後端部にあり,

横断面ではほぼ下枕核に限局 し,そ の中央部よりや

や腹側の部分 を占める.そ の傷の中央部では内側方

は内側枕核をわずかに傷害 しているが,膝 上核はほ

とんど傷ついていない.電 極針は反対側から斜めに

挿入 され(40°),脳 梁 を通過 している.

傷 から出た線維は一部は外側枕核を通 り,一 部は

背側外側膝状核を通過 して内包に入る.強 い皮質変

性は外側溝の後部の内側堤(分 野19),外 側堤およ

び底にあり,外 側溝 と後外側溝の境界部ではその内

側堤に限局する.ま た強い変性は中Sylvius上 溝

の両堤および底にも見られる.中 等度の変性は強い

変性域の周囲にあり,特 に外側回の後部の峰の部分

(分野18)に 見 られる.疎 な変性は上述の著明な変

性域の周辺を取 り囲む.

Cat 69 (第13図)

傷 は枕核群の前部の高 さで膝上核と内側枕核の境

界部にある.傷 の前部は膝上核に限局するが,傷 の

後部で内側枕核に延びる.電 極針は反対側の大脳半

球を斜めに貫いている(33°).脳 梁 は傷害 されてい

ない.

第12図　 Cat 49に お ける視床枕核群 における傷(A, B)と それによって起こった皮質変性(C, D)を 示す.

外側面皮質では3つ の部位に変性が見 られる.そ

れらのうち,最 も著明な変性は中Sylvius上 溝の

前部を取 り囲む両堤および底に見 られ,上 堤は下堤
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より多少変性が強 く,特 に後方に著明となり,し か

も多少中Sylvius上 回の露出面の外側部に拡がる.

第2の 変性域は散在性で,前Sylvius回 の冠部に

認められ,前Sylvius外 溝に達 しない.第3の 変

性域 も散在性で,後Sylvius外 回の背側端部の後

部に見られ,こ の変性は中Sylvius上 溝 の下堤に

拡がるが,上 堤には拡がらない.こ の変性は内側枕

核の傷害によるものと思われる.な おこの例では後

Sylvius上 溝 の後堤には変性がほとんど見られない.

Cat 63 (第14図)

この例では傷は左側の膝上核の前部にあり,横 断

面では大部分膝上核に限局するが,傷 の最 も大 きい

高さでは背内側方に多少延 び,内 側枕核に波及して

おり,さらに電極針の挿入による傷に続いている(電

極針の挿入角度27°).

傷か ら出た線維は周囲に放散するが,皮 質に向か

うものは背側外側膝状核の背側またはその内部を通

って内包に入る.皮 質変性は原則的には前の例と同

様であるが,一 般にそれよ りも強い.中 等度の変性

域は中Sylvius上 溝の前部の両堤および底に認め

られる.こ の例では変性はこの溝の唇部へはあまり

拡がらない.こ の変性域は後方に行 くに従って変性

線維を減 じ,中Sylvius上 溝の上堤にはほとんど

変性線維がなくなり,下 堤のみに認められるように

なり,さ らに後Sylvius外 回の背側端部にも見ら

れるようになる.ま た少数の変性線維が後Sylvius

上溝の後堤に散在する.こ の変性は後Sylvius上

回の腹側部に拡がる.こ の例では中等度の変性が前

Sylvius回 の背側部 に見 られ る.こ れはさらに前

Sylvius外 溝の後堤,底 および前堤に拡がる.な お

外側回の前部でほぼ分野19に 相当して変性が見 られ

る.こ の変性は後方に行 くに従って外側溝の内側堤

に拡がるが,ま もなく変性線維が認められなくなる.

内側面皮質で も膨大回の前部およびその下方にある

膨大溝の部分の上堤および底(分 野19)に 散在性の

変性が見 られる.

Cat 43 (第15図)

この例の傷は左側の膝上核の前後径の中央部の高

さにあり,横断面ではその核の中央よりやや外側にあ

る.電 極針は反対側の大脳半球を斜めに貫 き(45°),

脳梁 を通って内側枕核に入り,膝 上核に至る.内 側

枕核の障害 はやや顕著である.

第13図　 Cat 69に おける視床枕核群 における傷(A, B)と それによって起 こった皮質変性(C, D)を 示 す.

皮質変性はCat 63と原則的に同様であるが,全

体としてそれよりも変性線維が多い.す なわち最 も

著明な変性は 中Sylvius上 溝の周囲の皮質 にあり,

そのほか後Sylvius外 回 の後背側端部 および前
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Sylvius回 の後背側部に見られる.こ の例において

も外側回の前部における分野19お よび内側面皮質に

おける膨大溝のまわ りの皮質(分 野19を 含 む)に も

散在性の変性が見 られる.こ の例では膨大溝の下堤

および底に変性線維が比較的多く,上 堤に少なくな

い傾向がある.ま た後Sylvius上 溝 の後堤 とそれ

に続 く後外側回 と後Sylvius上 回の融合部に変性

線維が拡がる.

Cat 46 (第16図)

この例では傷は左側の膝上核の後端部に見られ,

横断面ではその核の背側部にある.傷 が最 も大 きい

断面では内側枕核に波及している.電 極針は反対側

から斜めに挿入 され(36°),脳 梁は貫かれていない.

皮質変性は中Sylvius上 溝の前部のまわりの皮

質に見られ,そ の溝の下堤で強 く,上 堤では弱い.

この変性域は前方は中Sylvius外 回の背側部に多

少拡がる.ま た中Sylvius上 溝 の後部の附近では

変性線維が減少 し,そ の溝の下堤および後Sylvius

外回の背側端部に認められる.な お後Sylvius上

溝の後堤には散在性の変性が認められる.さ らに中

等度の変性は前Sylvius回 の後背側端部に見 られ

る.こ の変性は前Sylvius外 溝 の後堤に拡がって

いるが,前 堤にはほとんど及ばない.こ の点はCat

 63お よびCat 43と 異なる.

Cat 48 (第17図)

第14図　 Cat 63に おける視床枕核群における傷(A, B)と それによって起 こった皮質変性(C, D)を 示す.

この例における傷は膝上核の後端部にあり,横 断

面では大部分膝上核の背内側部ないし中央部にある

が,傷 の前部は内側枕核にわずかに波及している.
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電極針は反対側から斜めに(35°)挿 入 され,脳 梁を

貫通 して内側枕核の後端を通 って膝上核に入る.

第15図　 Cat 43に お ける視床枕核群における傷(A, B)と それによって起こった皮質変性(D)を 示す.

第16図　 Cat 46に お ける視床枕核群における傷(A, B)と それによって起こった皮質変性(C, D)を 示 す.

著明な皮質変性は2か所に見られ,第1は 中Sylvius

上溝の中央よりわずか前方の周辺皮質に見られ,そ
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の溝の上堤,底 および下堤から一部は中Sylvius外

回の背側端部に及んでいる.他 の著明な皮質変性は

前Sylvius回 の後背側端からSylvius回 にかけ

て見られ,変 性は前Sylvius外 溝の後枝の後堤に

及ぶ.散 在性の変性はこれらの著明な変性域の周囲

とそれらの間に認められる.また後Sylvius外 回の

背側端部および後Sylvius上 溝 の後堤にも見 られる

が,こ れは内側枕核の傷害 によると思われる.軽い変

性はさらに中Sylvius上 回から中Sylvius上 溝の

両堤および底に拡がり,一 部は外側溝の後部の両堤

および底ならびにそれに続 く外側回の冠部にまで及

ぶ.こ の変性の大部分は電極針の脳梁通過によるも

のではないかと考えられる.

総括と批判

内側枕核

内側枕核の破壊によって起こる皮質変性はいずれ

の例においても中Sylvius上 溝の中央部と後部の

底 と下堤およびそれに続 く後Sylvius外 回の背側

端部ならびに後Sylvius上 溝 の後堤に広 く拡がる

(Cats 70, 25, 59, 16, 22, 24).し か し強い皮質変

性域はこの変性域の範囲内で内側枕核における傷の

部位によって変動する.す なわち内側枕核の後部の

傷の例では強い変性は 中Sylvius上 溝の中央部の

底 と下堤およびそれに続 く後Sylvius外 回の背側

端部に見 られる(Cats 42, 22).こ れに反し内側枕

核の内部でより前方に傷を有する例では,強 い変性

は中Sylvius上 溝 の後部の底および下堤およびこ

れに続 く後Sylvius外 回の背側端部に認められる

(Cats 69, 70, 25, 59, 16).こ のことは内側枕核の

主な投射は前後の方向に逆の局在関係を有す ること

を示唆する.な お内側枕核の腹側部傷害例では前

Sylvius回 の後背側部に軽い変性が見 られる.こ の

皮質部位への内側枕核の投射の局在については明 ら

かでないが,内 側枕核の前部の傷では変性がその投

射域の前腹側部に見 られ,後 部の傷ではその後背側

部に認められる傾向があるように思われる.

第17図　 Cat 48に お ける視床枕核群 における傷(A, B)と それによっ て起こった皮質変性(C, D)を 示 す.

従来多くの研究者は内側枕核を外側核の一部と考

え,後 外側核または外側核後部の名の もとに取 り扱

われてきたが,最 近NiimiとKuwahara (1973)は

比較解剖学的にこの核は霊長類の内側枕核に相当し,

細胞構築的には後外側核または外側核中間部は外側

枕核に続 き,内 側枕核 とは連続 しないことを明らか

にした.こ の論文の結果でも後外側核および外側枕

核は頭頂葉,す なわちSylvius上 回 に投射するに

反 し,内 側枕核は大部分側頭葉,す なわちSylvius
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外回およびそれに続 く中Sylvius上 溝の下堤にそ

の主な投射を有することが明らかにされた.サ ルで

は従来視床核の皮質投射は多数の研究者によって報

告された(Clark, 1930; ClarkとNorthfield,

 1937; RundleとPapez, 1938; Walker, 1938;

 Crouch, 1940; Chow, 1950; Simpson, 1952;

 Locke, 1960; Siqueira, 1965, 1968).初 期の研

究者は内側枕核の側頭葉への投射を記載していない

が, Chow (1950)は 逆行性変性法を用いて枕核の投

射を詳 しく研究し,内側枕核の前半は不明であるが,

後半は側頭葉の外側表面の前部に投射することを見

出し,し か も視床枕の前後軸は皮質の背腹軸に沿っ

て投射 し,そ の背腹軸は皮質の側頭後頭軸に垂直に

投射すると考え,ま た内側枕核の前半の投射域は上

側頭回の中央ないし後部であろうと示唆した.し か

しその後Simpson (1952)は この示唆を確認できな

かった. Locke (1964)も 内側枕核の前半の投射域

を決定できなかったが, Chowの 示 した内側枕核の

皮質投射の局在性について注目し,こ の核は投射皮

質に対 して前後方には180°の廻転をなし,内 側方に

は90°の廻転 をしていると言 う.これは著者のネコの

例で内側枕核皮質投射,特 に中Sylvius上 溝 の下堤

およびそれに続 くSylvius外 回の背側端部への投

射には前後の方向に逆の局在関係があるという所見

と比較して興味がある.ま たNiimiとNaito (1973)

によると,内側膝状体の主部の後部は後Sylvius外

回の背側部に投射 し,内 側枕核の投射域 とかなりの

重なり合いが見 られる.し かし内側膝状体後部の皮

質投射は前後の方向に局在性が認められている.

ネコでは従来内側枕核の皮質投射についてはほと

んど不明であった. WallerとBarris (1937)は

ネコで逆行性細胞変性法を用いて研究 し,外 側核は

中Sylvius上 回の前部へ,枕 核はその後部へ投射

すると言っているが,彼 らの枕核は大部分外側枕核

に,一 部は内側枕核に相当するもので,著 者の所見

と正確に比較し難い.最 近Graybiel (1970, 1972)

はNauta法 を用いて研究 し,内 側枕核(膝 上核を

一部含む)は 主として外側溝
, Sylvius上 溝および

前Sylvius外 溝の内部の皮質および一部は膨大溝

の内部の皮質に投射 し,ま た前Sylvius回,後 外

側回と後Sylvius上 回の融合部,分 野5と7の 一

部などにも線維 を送 ると言っている.

上述のように著者の例では内側枕核に傷が限局す

ると,外側溝の周辺皮質には変性が見られず,また中

Sylvius上 溝の上堤の変性 もわずかであるが(Cats

 22, 42),傷 が膝上核に及ぶと, Sylvius上 溝の上

堤に も変性が多くなる(Cats 70, 69). Graybiel 

(1972)の 内側枕核破壊例で, Sylvius外 溝の上堤

および外側溝の周囲に見 られたのは傷が膝上核,外

側枕核または下枕核に及んでいるものと考えられる.

著者は上述のように内側枕核の腹側部の傷害例で前

Sylvius回 に変性を見たが, Graybielも 後外側核,

すなわち内側枕核か らこの回への投射は除外できな

いと言っている.ま た彼女は内側枕核に傷を有する

例で帯状回の内部に一部変性を見ているが,こ れは

傷が外側枕核に波及 したためではないか と思われる.

外側枕核

外側枕核に傷がある例では皮質変性はいずれの例

においてもSylvius上 溝の上堤を含む中および後

Sylvius上 回 ならびに後者と後外側回の融合部に見

られる.し か し著明な変性は二つの領域,す なわち

中Sylvius上 回,お よび後Sylvius上 回 と後外側

回との融合部に見られる(Cats 13, 18, 56, 71).

傷が小 さいときには変性はこれらの2つ の領域のみ

に限局する(Cat 72).傷 が外側枕核に限局している

ときは,外 側面における分野19に は大部分の例 にお

いて変性がほとんど見られない.な お外側枕核傷害

時には内側面皮質の膨大溝のまわりの皮質に弱い変

性が見 られ,し か もその底の分野19に も変性が見ら

れる.中Sylvius上 回における強い変性は外側枕

核における傷の部位によって多少異なる.す なわち

その核の後部ない し中央部 の傷の例では,よ り前

方の傷の場合よりもこの変性域は多少とも後方 にか

たよる傾向がある(Cats 18, 56, 71).ま た外側枕

核の腹内側部の傷がある例では背外側部に傷がある

例よ りも中Sylvius上 溝 に近い部分に多 く変性が

見られ,傷 が膝上核,内 側枕核に及ぶと,変 性は中

Sylvius上 溝の底 を越えてその下堤,さ らにSylvius

外回に及ぶ.外 側枕核破壊例 で内側枕核への傷の波

及が軽微であるのに内側枕核の投射域と思われる皮

質にかな りの変性が見られることがある(Cat 71).

これは内側枕核から出た線維が外側枕核通過時にそ

の傷によって傷害 されたことによると考えられる可

能性がある.

ネ コの外側枕核の皮質投射については内側枕核の

それよ りは多少多くの報告がある. WallerとBar

ris (1937)は逆 行性変性法による研究か ら,視床枕(外

側枕核のほか内側枕核の一部を含む)は 中Sylvius

上回の後部に投射すると言 う.そ れ以来,外 側枕核

の投射野はSylvius上 回であるという考えが一般
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的である(Akimototoち, 1956; Sprague, 1966;

 NiimiとSprague, 1970; WilsonとCragg,

 1967; CluverとCampus-Ortega, 1969; Heath,

 1970; HeathとJones, 1971). CluverとCampos-

OrtegaはNauta法 を用いてネコの視床枕の皮質投

射 を詳しく研究 し,この核は後および中Sylvius上

回,後 外側溝の外側堤,中Sylvius外 回 ならびに

前Sylvius回 に投射すると言っている.し かし彼

らの中Sylvius外 回 と前Sylvius回 への投射につ

いては著者は外側枕核からのものとは考え難 い.彼

らは外側回および後外側回への投射については否定

するに傾いているが,外 側枕核の腹側部か らこれ ら

の回への投射については除外 しがたいと述べている.

最近Graybiel (1972)は 視床枕,す なわち外側枕

核が後Sylvius上 回の冠部 と内側肩ならびに一部

は膨大溝の内部 に投射すると言 う.著 者はしかし多

くの例で内側肩 よりもむしろ外側堤に変性を認めて

いる.膨 大溝のまわ りの皮質における変性はGray-

bielが 認めたが, CluverとCampos-Ortegaは

この変性は視床枕から来たものでなく,背 外側核の

傷害によるものであろうと考 えている.背 外側核は

帯状回に投射することはすでにLockeら(1964),

 NiimiとInoshita (1971)ら が記載 している.著 者

はしかしGraybielと 同様,膨 大溝のまわりの皮質

の変性は外側枕核の傷 によるものと考 えたい.上 述

のように外側枕核は前方は後外側核に直接連続す る

もので,後 外側核が膨大溝のまわ りの皮質に投射す

るというNiimiとInoshitsの 所見とよく符合する.

CluiverとCampos-Ortega (1969)は 視床枕(外

側枕核)の 皮質投射に前後の方向に局在があること

を示唆 した.す なわち外側枕核の後部は後Sylvius

上回 の最尾部に投射し,外 側枕核の前部の投射はも

っと前方であると言っている.著 者の所見でも外側

枕核の前後の局在関係がほぼ認められる.

下枕核

下枕核の皮質投射については,そ の実験例が少な

いので決定的なことが言えないが, Cat 49の 所見で

は外側溝の内側堤(分 野19)お よび外側堤ならびに

中Sylvius上 溝の上堤に著明な変性が見られるが,

そのほか分野18, Sylvius上 回の冠部の一部などに

多少とも変性が認められる.中Sylvius上 溝の下

堤およびSylvius外 回 に見 られる変性は傷の内側

枕核への波及ないしは電極針の通過によるものと考

えられる.な お分野18の 変性は下枕核に傷が及んだ

すべての例で認められるので(Cats 49, 71, 56),

下 枕 核 は分 野19の み な らず,分 野18に も線 維 を多 少

と も送 る もの と考 え られ る.

下 枕 核 の 皮 質 投 射 につ い て はす で にClarkと

Northfield (1937)が サ ル で記 載 し,ネ コで はNiimi

とSprague (Sprague, 1966), NiimiとSprague

 (1970)が 逆 行 性 変 性 法 を用 い て 分 野18-19に 投 射

す る こ とを見 出 して い る.そ の後BurrowsとHay-

how (1971)がNauta法 を用い て ネ コの 下枕 核 の

分 野19とSylvius上 溝 の 上 堤 へ の 投射 を認 め て い

る.さ らにNiimiとSprague (1970)に よ る と,

 Sylvius上 回 の 剥 離 で下 枕 核 の 内側 部 に変 性 が 見 ら

れ るが,分 野18-19の 剥 離 では 下枕 核 の 外 側部 に変

性 が 認 め られ る と言 う.最 近Niimiら(1971)が

Nauta法 を用 いて ネ コの 皮質 視床 線 維 を研 究 し,分

野19の み な らず,分 野18, 17か ら も下枕 核 へ投 射 す

る と言 って い るの は下 枕 核 の 皮質 投射 と関連 して興

味 が あ る.

膝 上 核

膝 上 核 に 傷 が 認 め られ るす べ て の例 にお い て 中

Sylvius上 溝 の前 半 の周 囲 の皮質 お よ び前Sylvius

回 に変 性 が 見 られ る(Cats 69, 63, 43, 46, 48).

大 部 分 の 例 で は 前Sylvius回 に お け る変 性 は 前

Sylvius外 溝 の 後 堤 に及 ぶ(Cats 63, 43, 46, 48).

中Sylvius上 溝 の上 下 の 両 堤 お よ び底 にお け る強

い変 性 は例 に よ って異 な り,膝 上 核 の 前 部 の傷 の例

で は皮 質 変 性 も前 部 に か た よ っ て あ り(Cats 49,

 63, 43),後 部 に傷 の あ る例 で は よ り後 方 に変 性 が 認

め られ る(Cats 46, 48).こ の こ とは膝 上 核 のSyl

vius上 溝 周 囲 の皮質へ の投 射 に は前 後 の方 向 に局 在

関係 が あ る こ と を暗示 す る.傷 の特 に小 さい例 で は

変 性 域 は限 局 性 とな る(Cat 69).膝 上 核 の前Syl

vius回 へ の投射 に も前後 の局 在 関 係 が示 唆 され る.

す な わ ち膝 上 核 の 前 部 の傷 で は この 回 に お け る変 性

域 は比 較 的 前 下 部 にか た よ るが(Cats 69, 63, 43),

後 部 に 傷 を 有 す る例 で は よ り後 上 方 に あ る(Cats

 46, 48).

Mettler (1943)は サ ル の大 脳 皮 質 の広 汎 な 剥 離例

で膝 上 核 に変 性 を認 め て い る が, Akimotoら(1956)

は ネ コ に お い て は 種 々 の部 位 の皮 質 剥 離 例 で膝 上 核

に変 性 を見 出 して い な い.ま たDroogleever Fo

rtuynとMinderhoud (1965)ら は ウ サ ギ で逆 行 性

変 性 法 を用 い て研 究 し,皮 質 の剥 離 で は本 核 に変 性

を認 め な か った.し か し,金 谷(1960)は 幼 若 犬 の

広 汎 な大 脳 皮 質 の 剥離 で 本 核 に逆 行 性 変 性 を証 明 し

て い る. Heath (1970), HeathとJones (1971)は
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膝上核 と大細胞性内側膝状体は皮質に投射 し,特 に

第三次聴覚野を含む帯域,島 皮質,前Sylvius外

溝,前Sylvius外 回の上部におけるCarrerasと

Andersson (1963)のAとB帯,前 庭神経投射野,

 Sylvius上 縁部などに投射すると言 う.彼 らの例で

は完全に膝上核に限局 した例はないが,大 部分この

核に傷のある例 では前Sylvius回 な どに著明な変

性が見 られる. Graybiel (1970, 1972, 1973)は 膝

上核の皮質投射域は主として前Sylvius回 に限局

すると言 っている.著 者の結果では上述のようにこ

の領域のほか,中Sylvius上 溝の前半の周囲の皮

質に見られる.多 くの例では電極針が内側枕核を通

過しているので,こ の変性がこの核の傷害に起因す

る可能性は完全には除外できないが,内 側枕核の傷

害の軽微 な例で もこの変性が認められるので,中

Sylvius上 溝 の前半の周囲の皮質における変性はお

そらく膝上核の傷害によるものと思われる.

投射様式 と層分布

著者の所見によると,枕 核群における傷が一定の

大 きさ以上であれば,枕 核群の各核はそれぞれの投

射域全体に広 く散在性の変性を起こすが,そ のほか

その核における傷の部位に応 じてその投射域の範囲

内においてその一部に強い局在性の変性を来たす.

このような傾向は内側および外側枕核で強 く,下 枕

核および膝上核でやや弱い.す でに他の視床核にお

いてもこのような二つの投射様式が報告されている.

すなわち視床外側核(NiimiとInoshita, 1971),背

内側核(田 中, 1969),内 側膝状体(NiimiとNaito,

 1973)な どではこれ らの両方の投射様式を示す.こ

れに反して局在投射のみを示すのは後腹側核(Niimi

ら, 1973),外 側膝状体(Shomura, 1973)な どであ

る.

変性皮質における変性線維の層分布については従

来から注目されていたが,著 者の所見によると,変

性線維はまず第6お よび5層 を通過し,そ こで一部

終わり,大部分は第4層 および第3層 に分布するが,

特 に第4層 に終わるものが多い.第2層 には通過線

維が認められるのみで,こ れに終わるものはない.

第1層 の表層部には,特 に強い変性を示す皮質部で

は少数の変性線維が認められる.多 くの例では溝の

深部において深層か ら第2層 を通って第1層 に入る

変性線維がかなり多 く見 られる.内 側枕核の傷害例

では第1層 における変性線維は後Sylvius外 回の

背側端部および中Sylvius上 溝の深部な らびに後

Sylvius上 溝 の後堤で認められる.外 側枕核に傷 を

有する例では第1層 の変性は主として中Sylvius上

回の冠部に見 られ,ま た後Sylvius上 回および膨

大溝のまわりの皮質にも認められる.下 枕核の傷害

例では第1層 の変性は外側溝および中Sylvius上

溝のまわりの皮質に見 られる.膝 上核 を傷つけた場

合には,第1層 の変性は中Sylvius上 溝 のまわ り

の皮質 で特に強 く変性を起こした部分に認められ,

稀 には前Sylvius回 に も遭遇する.上 述の所見は

Graybiel (1972)の 結果とよく一致する.彼 女は比

較的少数の線維を第一層の外半に認め,こ のような

線維は特に溝の底 とその近くの皮質部に著明である

と言っている. CluverとCampos-Ortega (1969)

は外側枕核破壊例で第1層 における変性を詳 しく記

載し,後Sylvius上 回に見られると述べている.

結 語

この論文において著者はネコの視床枕核群,す な

わち内側枕核,外 側枕核,下 枕核および膝上核に定

位的に傷を作 り,そ れによって起 こる大脳皮質の軸

索変性をNauta-Gygax法 によって研究 した.内 側

枕核の傷害によって中Sylvius上 溝 の中央部 と後

部の底 と下堤およびそれに続 く後Sylvius外 回の

背側端部ならびに後Sylvius上 溝の後堤に広 く拡

がる.し かし強い変性域はこの変性域の範囲で内側

枕核内における傷の部位によって変動する.す なわ

ちこの核の後部の傷の例では変性は中Sylvius上

溝 の中央部の底 と下堤およびそれに続 くSylvius外

回の部分に見 られる.こ れに反 し,こ の核の後部に

傷を有する例では強い変性は中Sylvius上 溝の後

部の底と下堤およびこれに続 く後Sylvius外 回の

部分に認められる.こ のことは内側枕核の主な投射

は前後の方向に逆の局在関係を有することを示唆す

る.な お内側枕核の腹側部の傷害時では変性は前

Sylvius回 に も軽い変性が見 られる.外 側枕核に傷

を有する例では中および後Sylvius上 回な らびに

後者 と後外側回の融合部に広 く皮質変性が見られる.

しかし著明な変性は中Sylvius上 回および後Syl

vius上 回 と後外側回の融合部に見 られる.外側面皮

質の分野19に は大部分の例でほとんど変性が見 られ

ないが,内 側面皮質では分野19を 含む膨大溝の周囲

の皮質に弱い変性が見られる.中Sylvius上 回に

おける強い変性は外側枕核における傷の部位によっ

て多少異な り,こ の投射 には前後の方向に局在関係

があるように思われる.下 枕核の障害によって主と

して外側溝の内側堤(分 野19)お よび外側堤ならび
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に中Sylvius上 溝の上堤に著明な変性が見 られる

が,そ のほか分野18の 一部に も軽い変性が見られる.

膝 上核に傷がある例では変性は中Sylvius上 溝の

前半の周囲の皮質および前Sylvius回 とそれに続

く前Sylvius外 溝 の後堤に変性が見 られる.膝 上

核の皮質投射にも前後の局在関係が示唆 される.

稿 を終 えるにあたって懇切な御指導 と御校閲を賜 りました恩師新見教授に心から感謝 します.

略 字 説 明

Bcs　 Brachium colliculi superioris　 上 丘 腕

Cem　 Nucleus centromedianus　 中 心 正 中 核

Cl　 Nucleus centralis lateralis　 外 側 中 心 核

Gl　 Nucleus geniculatus lateralis　 外 側 膝 状 核

Gld　 Nucleus geniculatus lateralis dorsalis　 背 側 外 側 膝 状 核

Gm　 Nucleus geniculatus medialis　 内 側 膝 状 核

Gmm　 Pars magnocellularis　 大 細 胞 部

Gmp　 Pars principalis　 主 部

Ld　 Nucleus lateralis dorsalis　 背 外 側 核

Lp　 Nucleus lateralis posterior　 後 外 側 核

Md　 Nucleus medialis dorsalis　 背 内 側 核

Pc　 Nucleus paracentralis　 中 心 旁 核

Pf　 Nucleus parafascicularis　 束 旁 核

Pi　 Nucleus pulvinaris inferio　 下 枕 核

Pl　 Nucleus pulvinaris lateralis　 外 側 枕 核

Pm　 Nucleus pulvinaris medialis　 内 側 枕 核

Sg　 Nucleus suprageniculatus　 膝 上 核

To　 Tractus opticus　 視 索

Vpl　 Nucleus ventralis posterolateralis　 後 外 腹 側 核

Vpm　 Nucleus ventralis posteromedialis　 後 内 腹 側 核
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An Experimental-Anatomical Study on the Cortical 

Projections of the Pulvinar Nuclear Group of the Thalamus in the Cat 

By

Masae KADOTA

Departments of Anatomy and Neuropsychiatry, Okayama University Medical School

Localized stereotaxic lesions were placed in the pulvinar nuclear group of the thalamus, 

viz., the medial, lateral and inferior pulvinar nuclei and the suprageniculate nucleus, and the 

ensuing fiber degeneration was traced to the cerebral cortex by the method of Nauta and Gygax 

(1954).

Following lesions of the medial pulvinar nucleus, cortical degeneration is found diffusely 

in the middle and posterior portions of the lower bank and fundus of the middle suprasylvian 

sulcus and the adjacent part of the posterior ectosylvian gyrus as well as in the posterior bank 

of the posterior suprasylvian sulcus. However, the severely degenerated portion in these cortical 

areas varies with the site of the lesion in the medial pulvinar nucleus. In the heavy cortical 

projection of this nucleus, there appears to be a reversal in the anteroposterior dimension; 

the rostral part of the nucleus projecting to the posterior portion of the inferior bank of the 

middle suprasylvian sulcus and the adjacent part of the posterior ectosylvian gyrus, and the 

caudal part projecting more rostrally in these cortical areas. In cases with lesions in the 

ventral part of the medial pulvinar nucleus, light degeneration is found in the anterior sylvian 

gyrus.
The lesions in the lateral pulvinar nucleus produce cortical degeneration in the middle 

and posterior suprasylvian gyri with its lateral sulcal wall and in the zone of confluence of the 

posterolateral and posterior suprasylvian gyri. Severe degeneration is, however, confined to 

the middle suprasylvian gyrus and the zone of confluence of the posterolateral and posterior 

suprasylvian gyri. Scarcely any degeneration is found in area 19 in the lateral cortex in most 

of our cases with lesions in the lateral pulvinar nucleus, but scattered degeneration is seen in 

the medial cortex around the splenial sulcus, including area 19. There appears to be an antero

posterior organization in the heavy cortical projection of the lateral pulvinar nucleus. 

After lesions in the inferior pulvinar nucleus, degeneration is seen in the medial (area 19) 

and lateral banks of the lateral sulcus and the upper bank of the middle suprasylvian sulcus. 

In addition, light degeneration is found in parts of area 18 and the crown of the suprasylvian 

gyrus.

The lesions of the suprageniculate nucleus lead degeneration to the cortex around the 

anterior half of the middle suprasylvian sulcus and in the anterior sylvian gyrus and the adjacent 

posterior bank of the anterior ectosylvian sulcus. The suprageniculate nucleus appears to project 
to these cortical regions in a topical manner in the anteroposterior dimension.


